
回答者の属性は、図表１・図表２から４の通りです。０歳から５歳（59％）の小さな子どものいる20代か
ら30代（67％）の女性の方から多くの回答がありました。
回答者のうち68％の方が労働者で、正規雇用が38％、非正規雇用が27％、不規則・交代勤務を合わせて
39％という勤務形態でした。

認定こども園整備計画についてあまり知られて
おらず、計画を進めるにあたっての不安が多いこ
とがわかりました。保育所・幼稚園を選ぶ際に重
視することでは、「子ども一人一人に寄り添った保
育」など、子ども中心の保育内容を求める声が多
いのに対し、大規模化でそれがかなわないのでは
ないか、という不安がうかがえます。また、自宅
から近い園を求めているという回答が圧倒的に多
く、統合によって遠くなれば、たちまち困る方が
現れると思われます。さらに、整備計画について
も「進めるべきでない」「どちらともいえない」「わ
からない」という回答が合わせて８割近くあるな
かで、市は整備計画を進めるよりも、早急に市民
に知らせることが先決だと考えます。
図表５より、潜在的待機児
童が少なからずあることが明
らかになりました。４月に入
所できず困っているという回
答が複数あること、兄弟姉妹
が違う園に通うことへの大変
さ、第２子以降の育休中に上
の子が入所できないことへの
大変さも複数ありました。自
由記載＃２でもあるように、
「公的サービスとして責任を
もって子どもたちの育ちをか
ん考えてほしい」や、「公立
園には柔軟に対応してほし
い」という声にこたえて、公立の保育所・幼稚園の
充実に市もしっかりと対応してほしいと思います。

※�和歌山市は2016年10月１日の時点で、育休けの入所が
できない待機児童が261人あることを明らかにした。

2015年から子ども子育て支援新制度がはじまり、和歌山市は公立保育所及び幼稚園について
「和歌山市立認定こども園整備計画」をすすめようとしています。この計画についてどう思うのか」
和歌山市に住む主に子育て中の方を対象にアンケートを行いました。

〈アンケートへのご協力ありがとうございました〉
日本共産党和歌山市会議員団　TEL４３５―１１１３

■アンケート実施期間：2017年３月～2017年９月

図表１　アンケートに答えてくれた方の年齢
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図表２　子どもの年齢
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図表４　雇用状況
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図表３　勤務形態
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保育所・幼稚園に関するアンケート結果

170人から回答が寄せられました１
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図表５ 希望通りの施設に入所できたか
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アンケート結果からみえてきたこと５



《＃１保育料について》
・保育料が高く、何のために働いてかわからない。（多数）
・延長料金への不満
・�第三子が無料になったが毎月引き落とされ12月に返還される。�
初めから無料にしてほしい。

《＃２公立の保育所・幼稚園を充実させてほしい》
・公立保育所・幼稚園を増やしてほしい
・公立保育所の保育時間を延ばしてほしい
・�民間に丸投げでなく、公的なサービスとして責任をもって、
子どもたちの育ちを考えてほしい
・�地域によって子どもの増減があるので、公立園には柔軟に対
応してほしい

《＃３認定こども園整備計画について》
・�今回のアンケートで整備計画について初めて知り驚いた
・�多くの園が閉園になるので不安
・�制度のことも手続きも全くわからず、一から教えてもらえる
手頃なところがあったらいい
・�保育所か幼稚園かを決めなくてもいいので、認定こども園が
増えることはうれしい

（大規模化への不安）
・�人数が多くなると事故や感染症が心配
・�発達がゆっくりな子は大人数でつまずきを見落としてしまう
のではないか
・�名前と顔を子どもたち同士が知っている関係がいい
（園が減り遠くなることへの不安）
・�毎日のことなので遠くなると不便
・�園はできるだけ生活圏内にあって、地域の中で育ててほしい
・�遠くなると延長料金に関わってくる

《＃４保育士の増員と処遇改善を》
・�保育士の待遇を改善して安心して子どもを預けられる施設に
してほしい
・�保育士を増員して質の良い保育を
・�育児の悩みを相談するがゆっくり話す時間がない

《＃５その他》
・�４月以降の入園が難しい
・�兄弟姉妹が同じ園に入れるようにしてほしい
・�０歳児クラスから入らないと、１歳児２歳児クラスに入るの
は難しいという状況になっている

図表６から、私立の保育所が一番多く42％、
次いで私立の幼稚園が23％、続いて公立保育所、
公立幼稚園です。ほとんどの方が第一希望の施
設に入所できているとの回答でしたが、第二希
望から第四希望と答えた方が20名あったこと、
「兄弟姉妹が同じ園に入所できなかった」、「長
時間預かってくれるところが近くにない」など、
困難な方がいることも明らかになりました。
図表７から、保育所や幼稚園を選ぶ際には、
自宅からの近さを重視していることがよくわか
ります。２番目に多い、保育内容に魅力を感じ
たという項目の自由記載には、「のびのび遊ばせてくれる」や「のびのびした環境」など「のびのび」という
文言が目立って多く、次いで、「子どもらしい生活を保障してくれる」や「子ども一人一人に寄り添った保育」
など、子どもが中心の保育内容を重要視していることがわかりました。

図表８より、34％の方が「あまり知らない・全く知らない」との回答でした。整備計画については図表９
より、59％の方が「わからない・どちらともいえない」と回答しています。

利用している・していた保育所や幼稚園について２ 保育所・幼稚園についての自由記載（回答が多かったもの）４

「認定こども園」・「認定こども園整備計画」を知っているかについて３

図表６　利用している・していた保育所幼稚園
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図表７　保育所幼稚園を選ぶ際に重視すること

図表８　認定子ども園を知っていますか
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図表９　認定子ども園整備計画についてどう思うか
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